
三田図書館・情報学会月例会研究会
第124回
　2005年9月24日（土）

第125回
　2006年1月28日（土）

第126回
　2006年3月25日（土）

第127回月例研究会
　2006年5月26日（金）

第128回月例研究会
　2006年7月22日（土）

発表者：石井保志氏（東京医科歯科大学附属図書館）
　　　　後藤久夫氏（前東京都立中央図書館サービス部長）
テーマ：図書館による医療・健康情報の提供

発表者：依田紀久氏（国立国会図書館関西館）
　　　　坂本成生氏（光町立図書館）
テーマ：レファレンス協同データベース事業の現状と将来

発表者：尾城孝一氏（国立情報学研究所）
テーマ：機関リポジトリーの現状

発表者：糸賀雅児氏（慶應義塾大学，同会議副主査）
テーマ：文科省協力者会議報告「これからの図書館像」（2006年3月）の背景とねらい

発表者：細野公男氏（慶應義塾大学名誉教授）
　　　　倉田敬子氏（慶應義塾大学文学部）
　　　　逸村裕氏（筑波大学図書館情報メディア研究科）
テーマ：『学術情報基盤の今後の在り方について（報告）』の読み方

の展示は，展示委員会が企画したものです。」
閲覧日当日は，日独シーボルト・シンポジウム（ド

イツ東洋文化研究協会主催）の企画を担当していた
大胡真人氏と一緒に来室した。大胡氏の説明による
と，図書の形をしてブランク・ページをいれた「イ
ンター・リーフ」は時々あるそうで，『日本植物誌』の
書き入れはシーボルトによる本物だと思うとのこと
であった。ライデンのシーボルト博物館は日本で収
集した資料を展示しているが，一方ドイツのシーボ
ルト家では代を継ぐ際に遺族が所有していた旧蔵資
料が一部市場に出た資料もあるそうである。現在も
調査中であるが，『日本植物誌』は，幸田成友教授が
1928 年欧州留学中に，博物誌関係で有名なハーグの
マルチヌス・ナイホフ古書店，あるいはライプツィ
ヒにあるグスタフ・フォク古書店かで購入した本で
あることが分かった。
後日，シーボルト・シンポジウムで講演を行うこ

とになっていた文学部高宮利行教授からシンポジウ
ムの案内状（2006 年 3 月 1～3 日於ドイツ文化会館）
を受け取った。その一方，ステファニーさんが，シー
ボルトの末裔で，ひ孫にあたるフォン・ブランデン
シュタイン＝ツェッペリン氏が慶應所蔵の手書き本

に興味を持っており，シンポジウムのレセプション
のときにぜひ紹介したいと言ってきたのである。
シーボルトの末裔との会見を楽しみにしていたの
で，レセプションが待ちどうしたかった。
レセプション当日，ステファニーさんはシンポジ

ウム企画運営担当者でもあるために忙しく，ブラン
デンシュタイン氏を紹介してもらえそうもなかった
ので，タイミングを見計らって直接，ブランデンシュ
タイン氏に声をかけた。インター・リーフ版で手書
きがある『日本植物誌』を見たいが，慶應義塾図書
館を訪ねる時間がないということであった。とにか
く，自筆を見たいというので，数ページをデジタル
撮影して，プリントアウトしたものを後日，届ける
ことにした。翌日，ブランデンシュタイン氏にプリ
ントを見せると，食い入るように見て，「100％，本物」
とお墨付きをいただいた。
夏にオランダを訪ねることを話すと，ブランデン

シュタイン氏は，ライデンだけでなく，ドイツのビュ
ルツブルグのシーボルト博物館へも是非と勧められ
た。2006 年夏のたった一人のシーボルト・ツアーで
は，シーボルトの末裔との再会も予定している。
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